
一
年
を
通
じ
た
文
化
交
流
委
員
会
の

企
画
＆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開

東
京
三
栄
会
文
化
交
流
委
員
会（
海
老
名
委
員

長
・
豊
島
副
委
員
長
）は
、
昨
年
四
月
の
委
員
会
開

催
以
来
、
会
員
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を

も
と
に
社
会
貢
献
活
動
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
社
会
貢
献
の
担
当
委
員
を
中
心
に
活
動
内
容
の

絞
り
込
み
を
し
た
結
果
、
①
発
展
途
上
国
小
学
校
へ

の
文
具
他
寄
贈
、
②
盲
導
犬
協
会
へ
の
募
金
、
の
二

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
六
月
に
取
り
決
め
ま
し

た
。
八
月
下
旬
に
は
三
栄
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
案
内

状
を
掲
載
し
て
、
会
員
会
社
社
員
皆
さ
ん
に
閲
覧
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
一
一
月
か
ら
社
会
貢
献
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
期
間
を
二
カ
月
間
設
定
し（
一
二
月
初
旬
か
ら

本
年
一
月
末
）、
会
員
会
社
に
直
接
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
五
部
会
世
話
人
お
よ
び
幹
事
会
な
ど
を
通

じ
て
、
会
員
会
社
社
員
皆
さ
ん
の
活
動
参
加
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
月
中
旬
に
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
結
果
を
集
計
し
ま
し
た
。

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
小
学
校
向
け
寄
贈
品（
Ｊ
Ｈ
Ｐ
・

学
校
を
つ
く
る
会
経
由
寄
贈
）

寄
贈
参
加
会
員
は
三
九
社
、
寄
贈
品
目
は
、
①
文

具（
一
〇
九
品
目
、
八
、五
六
二
点
）、
②
楽
器（
一
六

品
目
・
一
六
九
点
）、
③
ス
ポ
ー
ツ
用
品（
一
〇
品

目
・
一
二
〇
点
）、
と
な
り
ま
し
た
。
寄
贈
活
動
の

具
体
的
な
仕
組
み
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

①
二
〇
〇
六
年
四
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
専
用
Ｈ

Ｐ
を
掲
載

社
会
貢
献
活
動
に
関
し
て
、
会
員
会
社
社
員
四
四

四
名
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
基
に
、
社
会
貢
献
活
動
内
容
を
委
員
会
に
て

絞
り
込
み
ま
し
た（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
専
用
Ｈ
Ｐ

は
、
会
員
の
も
し
も
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
て
作

成
）。

②
八
月
に
三
栄
会
Ｈ
Ｐ
に
、
三
栄
会
の
社
会
貢
献

活
動
案
内
を
掲
載

一
一
月
に
は
三
栄
会
の
五
部
会
世
話
人
や
幹
事
会

等
を
通
じ
て
活
動
参
加
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

③
一
一
月
〜
二
〇
〇
七
年
一
月
に
会
員
各
社
社
内

で
の
寄
贈
品
提
供
を
呼
び
か
け

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
、
年
末
の
事
務
所
内
整
理

と
同
じ
時
期
に
設
定
し
、
会
員
会
社
の
社
内
作
業

と
三
栄
会
活
動
を
連
動
さ
せ
ま
し
た
。

④
会
員
各
社
の
収
集
段
階
で
品
目
区
分
表
に
よ
り

数
量
確
認

寄
贈
品
の
収
集
･
品
目
区
分
･
保
管
･
搬
送
に
関

し
て
は
、
専
門
業
者
で
あ
る
東
神
倉
庫（
会
員
）を

起
用
し
ま
し
た
。

⑤
会
員
各
社
ご
と
に
集
め
た
寄
贈
品
を
東
神
倉
庫

宛
に
発
送

同
社
へ
は

二
回
に
分

け
て
発
送

（
一
二
月
下

旬
と
一
月

末
）し
、
集

約
保
管
さ

れ
ま
し
た
。

⑥
Ｊ
Ｈ
Ｐ（
学
校
を
つ
く
る
会
）へ
の
寄
贈
品
搬
入

東
神
倉
庫
よ
り
二
月
一
六
日
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
三

箱
、
二
月
二
七
日
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
七
六
箱
、
Ｊ

Ｈ
Ｐ
へ
ト
ラ
ッ
ク
搬
送
に
て
分
納
し
ま
し
た
。

⑦
Ｊ
Ｈ
Ｐ
で
の
贈
呈
式

三
栄
会
幹
部
が
Ｊ
Ｈ

Ｐ
事
務
局
長
を
は
じ

め
関
係
者
の
方
々
と

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ

た
後
、
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た
。
後
日
、

Ｊ
Ｈ
Ｐ
よ
り
三
栄
会

会
長
宛
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

⑧
Ｊ
Ｈ
Ｐ
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
今
年
二
月
二
五

日
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
出
張
の
際
に
航
空
貨
物
扱
い
に

て
持
参
。
残
り
の
寄
贈
品
は
、
今
春
に
コ
ン
テ
ナ

貨
物
に
て
海
上
輸
送
。

⑨
Ｊ
Ｈ
Ｐ
が
現
地
カ
ン
ボ
ジ
ア
小
学
校
に
三
栄
会

寄
贈
品
を
納
入

■
盲
導
犬
募
金（
日
本
盲
導
犬
協
会
へ
の
募
金
）

募
金
参
加
会
員
は
三
二
社
、
募
金
合
計
金
額
八
二

一
、
一
七
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
会
員
は
表
二

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

三
栄
会
は
会
員
社
員
一
人
ひ
と
り
の
ご
厚
意
を
、

委
員
会
活
動
を
通
じ
て
社
会
貢
献
の
形
に
と
り
ま
と

め
て
、
各
分
野
の
専
門
団
体
・
協
会
を
通
じ
て
一
般

社
会
･
世
界
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
社
員
一
人
ひ
と
り
が
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
賛
同
・
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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ん
の
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品目区分表

JHPより送られた感謝状

JHP（学校をつくる会）へ文房具・スポーツ用品・楽器などを贈呈

皆
さ
ん
の
活
動
が
三
栄
会
を
通
じ
て
社
会
貢
献
と
な
り
ま
し
た

表1

表2
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カンボジア・アンドントモー小学校へピアニカ贈呈

会員会社でのカンボジア寄贈品収集活動

東神倉庫での集約保管状況



幹
部
改
選
後
、
初
め
て
の
東
京
三
栄
会
幹

事
会
が
二
月
二
七
日（
火
）に
三
井
物
産
本
店

一
四
階
会
議
室
Ｅ
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

出
席
者
は
三
栄
会
の
新
幹
部
四
名（
増
田

会
長
・
豊
島
副
会
長
・
野
村
副
会
長
・
横
手

共
通
世
話
人
）と
、
五
部
会
と
一
特
別
部
会

の
各
世
話
人
、
四
委
員
会
・
各
委
員
長
の
一

六
名
、
お
よ
び
事
務
局
で
あ
る
三
井
物
産
事

業
管
理
部（
名
倉
部
長
・
笹
森
室
長
・
柴
田
）

の
総
計
二
三
名
で
す
。

冒
頭
に
増
田
会
長
よ
り
、
本
年
度
の
三
栄

会
テ
ー
マ
「
も
う
一
度
原
点
に
戻
っ
て〝
い

い
仲
間
、
い
い
仕
事
、
三
栄
会
〞」
に
沿
っ

て
、
メ
ン
バ
ー
の
懇
親
・
懇
談
を
目
的
に
、

各
委
員
会
お
よ
び
部
会
の
活
動
を
強
化
し
た

い
と
の
表
明
が
あ
り
、
会
員
に
三
栄
会
活
動

の
支
援
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

初
顔
合
わ
せ
と
な
る
各
出
席
者
よ
り
自
己

紹
介
の
後
、
各
部
会
・
委
員
会
の
活
動
に
関

し
て
諸
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
横
手
共
通

世
話
人
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
関
し
、
今
般

フ
ッ
ト
サ
ル
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
一

〇
月
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
開
催
を
案
内
す
る

の
で
、
申
し
込
み
願
い
た
い
と
の
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

と
文
化
交
流
は
種
目
と
教
室
を
増
や
し
、
新

た
に
三
栄
会
全
体
と
し
て
の
セ
ミ
ナ
ー
・
講

演
会
を
開
催
し
た
い
の
で
、
会
員
か
ら
の
提

案
を
歓
迎
す
る
旨
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
場
所
を
三
井
物
産
本
店
別
館

の
東
京
會
舘
に
移
し
て
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
形

式
で
行
わ
れ
、
出
席
の
三
栄
会
幹
部
と
幹
事

間
に
て
、
本
年
度
の
三
栄
会
運
営
に
関
し
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

第69号サンエイニュース　ＳＡＮ－ＥＩＮＥＷＳ平成19年5月（2）

東
京
三
栄
会
は
二
〇
〇
五
年
一
二
月
の
総

会
に
て
、
組
織
再
編
成
･
会
則
改
定
に
よ
る

新
路
線
を
採
択
後
、
一
年
半
の
間
に
さ
ま
ざ

ま
な
新
企
画
･
新
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
東
京
三
栄
会
の
方
針
は
、
全
国

三
栄
会
会
長
会
議
な
ど
を
通
じ
て
地
方
三
栄

会
に
も
伝
え
ら
れ
、
同
様
に
組
織
再
編
成

（
関
西
三
栄
会
）や
会
則
改
定（
九
州
三
栄
会
）

を
通
じ
て
、
社
会
貢
献
活
動
や
文
化
教
室
な

ど
の
新
し
い
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
名
古
屋
三
栄
会
、
関
西
三
栄
会
、

九
州
三
栄
会
の
諸
活
動
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
で
、
地
方
三
栄
会
の
近
況
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
新
し
い
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
関
西
三
栄
会
】

関
西
三
栄
会
で
は
従
来
一
名
だ
っ
た
幹
事

を
五
名
に
増
強
し
、
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
担
当
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
担
当
に
役
割
分
担
し

て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
推
進
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
関
西
三
栄
会
主
催
の
セ
ミ

ナ
ー
開
催
、
関
西
三
栄
会
会
員
と
Ｍ
Ｂ
Ｋ
関

西
支
社
長
と
の
懇
親
会
開
催（
主
要
な
会
員

約
四
〇
社
を
一
日
一
〇
社
単
位
で
Ｍ
Ｂ
Ｋ
関

西
支
社
長
会
議
室
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て

懇
談
す
る
形
式)

、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
御

堂
筋
打
ち
水
大
作
戦
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
（
関
西
三
栄
会
事
務
局
）

【
名
古
屋
三
栄
会
】

名
古
屋
三
栄
会
で
は
例
年
開
催
し
て
い
る

Ｐ
Ｃ
研
修
や
ゴ
ル
フ
会
、
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
・

講
演
会
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
各
種
会
合
に

加
え
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
名
古

屋
市
内
〝
宮
の
渡
し
公
園
〞
に
て
開
催
さ
れ

る
「
船
に
乗
っ
て
堀
川
を
き
れ
い
に
し
ま
し

ょ
う
！（
仮
称
）」
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

今
後
は
会
員
各
社
の
要
望
に
沿
っ
て
各
行
事

の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
具
体
的

に
は
、

①
Ｐ
Ｃ
研
修
は
基
礎
編
か
ら
応
用
編
へ

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
名
古
屋
堀
川
の

清
掃
協
力
な
ど
の
環
境
保
全
に
参
加

③
講
演
会
は
教
養
・
健
康
・
名
古
屋
地
場
色

の
あ
る
も
の

な
ど
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。

（
名
古
屋
三
栄
会
会
長
＆
事
務
局
）

【
九
州
三
栄
会
】

九
州
三
栄
会
で
は
会
則
を
大
幅
改
定
し
、

東
京
三
栄
会
に
追
随
し
た
会
則
を
採
択
し
ま

し
た
。
今
後
の
活
動
に
関
し
て
は
、
定
例
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
や
ゴ
ル
フ
大
会
、
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
研
修
会
に

加
え
て
、
料
理
教
室（
西
部
ガ
ス
高
宮
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
）や
社
会
貢
献
活
動
を
企
画
し
ま

し
た
。

特
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
関
し
て
は
、

九
州
三
栄
会
岡
部
会
長
が
以
前
に
日
本
ユ
ニ

シ
ス
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
部
長
を
さ

れ
て
い
た
ご
縁
で
、
二
〇
〇
五
年
二
月
に
第

一
回
大
会
を
開
催
し
て
以
来
、
毎
年
継
続
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年
二
月
開
催
の
第

三
回
大
会
で
は
、
日
本
リ
ー
グ
二
連
覇
中
の

日
本
ユ
ニ
シ
ス
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
四

名
を
お
迎
え
し
、
久
留
米
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
、
Ｏ
Ｌ
向
け
タ
ウ
ン
誌
『
シ
テ
ィ
リ
ビ

ン
グ
』
か
ら
の
ゲ
ス
ト
参
加
も
あ
り
、
総
勢

二
三
チ
ー
ム
、
六
六
名
が
参
加
し
て
、
予
選

リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。（

九
州
三
栄
会
事
務
局
）

御堂筋打ち水大作戦

名古屋三栄会総会の様子

懇親バドミントン大会の参加者

■
写
真
教
室
の
再
開
と
信
頼
の
新
講
師

平
成
一
九
年
二
月
一
六
日（
金
）、
三
栄
会

写
真
教
室
が
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
講

師
は
篠
利
幸（
し
の
・
と
し
ゆ
き
）先
生
で
、

つ
い
最
近
「
イ
タ
リ
ア
好
き
」（
ソ
ニ
ー
・

マ
ガ
ジ
ン
ズ
社
発
行
）と
い
う
本
を
出
し
た

ば
か
り
の
、
写
真
も
著
述
も
万
能
の
先
生
で

す
。
当
日
は
午
後
六
時
半
か
ら
既
に
一
六
名

の
参
加
者
が
集
ま
っ
て
お
り
、
銀
座
プ
ラ
ン

タ
ン
五
階
の
借
り
切
り
教
室
は
、
ほ
ぼ
満
員

の
状
況
で
し
た
。

篠
先
生
の
第
一
印
象
は
、
と
て
も
物
腰
が

落
ち
着
い
て
い
て
、
小
説
家
の
よ
う
な
感
じ

を
受
け
ま
し
た
。
先
生
は
当
初
画
家
と
し
て

一
九
七
七
年
に
イ
タ
リ
ア
へ
渡
航
。
そ
の
際
、

持
参
し
た
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
り
、
そ
の
写

真
を
個
展
で
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方

か
ら
好
評
を
受
け
、
そ
れ
か
ら
写
真
の
道
に

進
む
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
ず
、
篠

先
生
の
作
品
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
次

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ（h

ttp://blog.tabista.jp/
italia/

）で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
と
て
も
美
し

い
イ
タ
リ
ア
の
写
真
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
。

光
の
魔
術
。
白
黒
と
カ
ラ
ー
。
と
て
も
写

真
の
奥
深
さ
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ
て

い
て
、
こ
の
先
生
な
ら
信
頼
で
き
る
と
い
う

感
じ
が
し
て
く
る
の
が
不
思
議
で
す
。
篠
先

生
が
本
当
に
イ
タ
リ
ア
を
愛
し
て
い
る
こ
と

が
、
写
真
を
通
し
て
こ
ち
ら
に
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

■
受
講
生
の
目
線
に
合
わ
せ
た
写
真
指
導

さ
て
、
こ
こ
で
授
業
の
主
な
内
容
を
少
し

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

①
ハ
ー
ド
よ
り
ソ
フ
ト
の
部
分
が
重
要

ま
ず
、
篠
先
生
は
「
ハ
ー
ド
よ
り
ソ
フ
ト

の
部
分
が
重
要
」
と
い
う
話
か
ら
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
ラ
イ
カ
や
ブ
ロ
ニ
カ
な
ど
の
名
機

を
手
に
入
れ
れ
ば
そ
れ
で
良
い
写
真
が
撮
れ

る
と
ハ
ー
ド
を
過
信
し
が
ち
で
す
が
、
何
を

撮
り
た
い
か
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
の
部
分
が
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
。

②
構
図
・
画
面
構
成

構
図
は
写
真
が
良
い
写
真
に
な
る
か
悪
い

写
真
に
な
る
か
の
大
変
重
要
な
要
素
で
す
。

篠
先
生
は
構
図
と
い
う
よ
り
画
面
構
成
と
考

え
た
方
が
良
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
図
1
の
よ
う
に
写
真
の
真
ん
中
に
主
体

を
置
く
と
写
真
が
平
坦
に
な
り
、
良
い
写
真

に
は
な
ら
ず
、
図
2
の
よ
う
に
縦
横
３
分
割

し
て
、
図
3
の
よ
う
に
主
体
を
中
心
よ
り
ず

ら
し
て
撮
影
。
海
に
浮
か
ぶ
船
な
ら
、
図
4

の
よ
う
に
す
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
な
る

ほ
ど
、
簡
単
そ
う
で
す
が
、
確
か
に
写
真
が

生
き
て
く
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

③
シ
ャ
ッ
タ
ー
・
チ
ャ
ン
ス

シ
ャ
ッ
タ
ー
・
チ
ャ
ン
ス
は
幸
運
が
良
い

写
真
を
作
る
要
因
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
そ
う
で
は
な
く
、
良
い
写
真
を
撮
る
た

め
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
・
チ
ャ
ン
ス
を
待
っ
て
撮

る
写
真（
受
動
的
）と
、
積
極
的
に
シ
ャ
ッ
タ

ー
・
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
良
い
写
真（
能
動

的
）を
撮
る
方
法
が
あ
る
そ
う
で
す
。
具
体

的
に
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
広
告
に
使
わ
れ
た
篠
先
生
の

写
真
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
実
感
を
も
っ

て
理
解
で
ま
し
た
。

④
受
講
生
の
撮
影
写
真
を
講
評

そ
し
て
、
受
講
生
が
持
参
し
た
写
真
を
例

に
、
ど
こ
が
良
い
の
が
、
ど
こ
が
悪
い
の
か
、

具
体
的
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

実
例
で
今
ま
で
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
検
証
で
き

る
の
で
と
て
も
有
益
で
し
た
。

■
会
員
の
声
を
反
映
し
た
新
教
室
・
新
講
師

昨
年
一
〇
月
に
一
度
開
講
し
た
三
栄
会
写

真
教
室
で
は
、
高
級
な
芸
術
写
真
を
指
導
す

る
雰
囲
気
が
あ
り
、
多
く
の
会
員
か
ら
初
心

者
に
も
分
か
り
や
す
い
写
真
指
導
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
文
化
交
流
委
員

会
で
は
、
直
ち
に
会
員
の
声
を
受
け
入
れ
て
、

会
場
を
銀
座
プ
ラ
ン
タ
ン
に
し
た
う
え
で
、

新
講
師
に
よ
る
教
室
再
開
を
手
配
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
再
開
さ
れ
た
写
真
教
室

は
と
て
も
わ
れ
わ
れ
初
心
者
に
と
っ
て
有
益

と
な
り
、
ま
た
、
次
回
が
楽
し
み
と
な
り
ま

し
た
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
次
回
は
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
広
報
委
員
長
／
前
田
耕
一
）

新
幹
部
と
第
一
回
幹
事
会

篠先生の説明に聞き入る参加者たち（中央にいるのが篠先生）

図1

図2

図3

図4

会
員
の
声
を
反
映
し
た
新
教
室
・
新
講
師

新
幹
部
と
第
一
回
幹
事
会

新幹部４名。左から野村副会長、増田会長、豊島副会長、横手
共通世話人

篠先生の丁寧な指導に受講生も納得



本
年
も
東
京
三
栄
会
主
催
「
新
人
社
員
研

修
」
が
湯
河
原
の
Ｍ
Ｂ
Ｋ
人
材
開
発
セ
ン
タ

ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
受
講
者
多
数
の
た
め
、
四
月
三
・

四
日
（
①
）
お
よ
び
同
月
五
・
六
日
（
②
）

の
一
泊
二
日
コ
ー
ス
で
二
回
開
催
し
、
受
講

者
は
合
計
二
六
社
／
九
九
名
と
な
り
ま
し
た

（
①
一
〇
社
・
二
七
名
参
加
、
②
二
六
社
・

七
二
名
参
加
の
二
班
編
成
）。
ま
た
、
講
師

は
ベ
テ
ラ
ン
の
嶋
田
寿
孝
、
矢
野
克
明
両
講

師
で
、
講
師
一
人
あ
た
り
受
講
生
二
七
〜
三

六
名
を
受
け
持
ち
ま
し
た
。

本
研
修
は
、
社
会
人
・
企
業
人
と
し
て
の

マ
ナ
ー
、
基
礎
、
常
識
の
取
得
に
加
え
て
、

三
栄
会
各
社
の
新
人
社
員
間
交
流
も
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
も
飛
石
研
修
委
員
長
の

開
講
挨
拶
と
講
話
に
よ
り
始
ま
り
、
講
義
に

入
り
ま
し
た
。

研
修
は
主
に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
中
心
に
行

う
た
め
、
ま
ず
全
員
を
一
グ
ル
ー
プ
六
〜
七

名
に
分
け
ま
し
た
。
講
師
か
ら
の
課
題

（「
討
議
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
」「
学
生
と

社
会
人
と
の
違
い
」「
マ
ナ
ー
の
定
義
」
な

ど
）
を
グ
ル
ー
プ
毎
に
全
員
で
討
議
し
、
結

論
を
引
き
出
し
、
ま
と
め
て
、
模
造
紙
に
記

入
の
う
え
、
受
講
生
み
ん
な
の
前
で
グ
ル
ー

プ
毎
に
発
表
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て

い
ま
し
た
。

開
講
時
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
受
講
生
も
、

講
師
の
好
リ
ー
ド
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
次
第
に
打
ち
解
け
て
、
活
発
な
発
言
が

出
始
め
ま
し
た
。
研
修
終
了
時
に
は
、
し
っ

か
り
と
連
帯
感
と
社
会
人
意
識
が
生
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

一
日
目
の
研
修
終
了
後
に
は
、
恒
例
の
懇

親
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
、
受
講
生
の
今
後
の

活
躍
を
祈
念
す
る
乾
杯
で
始
ま
り
、
賑
や
か

に
会
食
･
懇
談
に
入
り
ま
し
た
。
会
社
は
違

っ
て
も
、
三
栄
会
に
所
属
す
る
新
入
社
員
同

士
で
あ
り
、
次
第
に
会
話
も
弾
み
始
め
ま
し

た
。
将
来
や
会
社
に
お
け
る
悩
み
な
ど
を
語

り
合
い
、
大
い
に
飲
み
、
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
懇
親
会
終
了
後
は
、
別
途
用
意
さ
れ
た

談
話
室
に
場
所
を
移
し
て
、
飲
み
物
を
持
ち

込
み
、
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

受
講
生
に
と
っ
て
当
初
は
不
安
も
あ
っ
た

研
修
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
を
迎
え
、

わ
ず
か
二
日
間
と
い
え
、
仲
間
意
識
も
生
ま

れ
て
、
お
互
い
の
連
絡
先
を
交
換
し
、
再
会

を
約
束
し
て
専
用
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
湯
河

原
駅
経
由
熱
海
駅
に
着
い
て
解
散
し
ま
し

た
。
全
体
的
に
今
回
の
受
講
生
は
真
面
目
で
、

講
師
・
立
会
人
の
指
示
に
も
良
く
従
い
、
パ

ー
テ
ィ
の
後
片
付
け
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
大
半
の
受
講
生
か
ら
、
同
じ

メ
ン
バ
ー
で
も
う
一
度
集
ま
れ
る
機
会
や
企

画
を
、
三
栄
会
で
作
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
出
て
い
ま
し
た
。

（
研
修
委
員
　
中
央
ビ
ル
ト
工
業
／
大
久
保
）
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グループ内で議論しあった内容を発表する様子

講師の話に真剣に耳を傾ける受講生たち

今
年
で
二
〇
回
目
を
迎
え
る
東
京
三
栄

会
野
球
大
会
。
記
念
す
べ
き
大
会
の
組
み

合
わ
せ
抽
選
会
を
兼
ね
た
前
夜
祭
が
、
今

年
も
四
月
一
七
日（
火
）に
三
井
物
産
地
下

一
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
第
一
九
回
大
会
は
雨
天
に
祟
ら

れ
、
中
止
に
次
ぐ
中
止
に
よ
り
日
程
が
長

期
間
に
わ
た
り
順
延
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭

で
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
委
員
会
・
藤
松
委
員

長
の
ご
挨
拶
で
も
、「
今
年
は
晴
れ
が
続

く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
ケ
ガ

の
な
い
よ
う
健
闘
願
い
た
い
」
と
晴
天
を

祈
願
。
続
い
て
東
京
三
栄
会
・
増
田
会
長

は
「
日
本
人
の
興
味
が
国
内
の
野
球
か
ら

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
へ
と
移
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
新
鮮
で
清
々
し
い
か
ら
。
皆
さ
ん
も

新
鮮
さ
、
清
々
し
さ
を
忘
れ
ず
に
」
と
。

そ
う
で
す
！
　
大
会
参
加
者
皆
さ
ん
の

清
々
し
い
プ
レ
ー
で
雨
雲
を
す
っ
飛
ば
し

ま
し
ょ
う
！

前
夜
祭
に
は
三
井
物
産
人
事
総
務
部
か

ら
田
中
誠
一
部
長
他
も
参
加
さ
れ
、「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
各
社
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
試
合

球
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
回
大
会
の
抽
選
会
か
ら
採
用
さ
れ

た
、
パ
ソ
コ
ン
と
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
連
動

さ
せ
て
組
み
合
わ
せ
抽
選
結
果
を
表
示
す

る
シ
ス
テ
ム
は
大
好
評
。
各
チ
ー
ム
の
代

表
者
が
ク
ジ
を
引
き
、
そ
の
結
果
が
大
型

モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
度
に
場
内
か

ら
は
一
喜
一
憂
の
声
が
沸
き
立
ち
ま
し
た
。

今
年
の
前
夜
祭
は
二
〇
回
大
会
を
記
念

し
て
世
話
人
Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
お
招
き
し
、

ご
紹
介
。
さ
ら
に
は
、
前
夜
祭
参
加
者
に

は
歴
代
大
会
の
記
録
集
や
三
栄
会
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
入
っ
た
特
製
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
世

話
人
の
似
顔
絵
入
り
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な

ど
の
手
土
産
が
渡
さ

れ
、
前
夜
祭
も
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

二
〇
回
目
を
迎
え
、

今
年
は
参
加
三
一
チ

ー
ム
。
ど
こ
が
優
勝

し
て
も
お
か
し
く
な

い
大
混
戦
の
様
相
を

呈
し
て
い
ま
す
。
社

名
変
更
し
た
四
チ
ー

ム
に
加
え
て
、
ア
ラ

マ
ー
ク
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
サ
ー
ビ
ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱
と
三
井
物
産

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
㈱
は
連
合
チ
ー
ム
で
協
力

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
の
参
加
。
台
風
の
目
と

な
る
か
!?

大
会
は
五
月
一
三
日
に
開
幕
。
以
後
毎

週
日
曜
日
に
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
グ
ラ
ン
ド（
埼
玉
県
三
郷
市
）で
行
わ
れ
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
優
勝
旗
を
か
け
て

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
試
合
結
果

や
試
合
予
定
な
ど
は
「
三
栄
会
野
球
大
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（h

ttp
://w

w
w
.jb
s
.

c
o
.jp
/s
a
n
e
ika

ib
b
/

）で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

（
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
　
林
）

藤松スポーツ交流委員長

田中MBK人事総務部長

優勝カップ返還

抽選会の様子

受付の様子

ス ポ ー ツ 交 流 委 員 会 主 催

世話人の似顔絵入りクリアファイル

東
京
三
栄
会
新
人
研
修
開
催

東
京
三
栄
会
新
人
研
修
開
催

世話人OB

懇親会パーティでさらに打ち解けた様子
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マ
デ
ィ
ラ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
古
く
か

ら
あ
る
ブ
ド
ウ
栽
培
地
の
ひ
と
つ
で
す
が
、

知
名
度
の
高
い
ボ
ル
ド
ー
の
影
に
隠
れ
、

長
い
間
そ
の
真
価
は
正
当
に
評
価
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
ラ
ン
・
ブ
リ
ュ
モ
ン
は
、
マ
デ
ィ
ラ

ン
ワ
イ
ン
の
復
活
に
全
人
生
を
賭
け
た
人

物
で
あ
り
、
マ
デ
ィ
ラ
ン
の
土
着
品
種
で

あ
る
タ
ナ
を
主
体
と
し
た
、
色
の
深
い
濃

厚
な
味
わ
い
の
ワ
イ
ン
は
、
今
で
は
多
く

の
三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
、
世
界

で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ

リ
ュ
モ
ン
氏
は
、
一
九
九
一
年
フ
ィ
ガ
ロ

誌
に
て
最
高
の
生
産
者
と
し
て
選
出
さ
れ
、

の
ち
一
九
九
七
年
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世

に
よ
り
制
定
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
最
高
の
勲

章
で
あ
る
〝
レ
ジ
ョ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
〞
を
授

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
シ
ャ
ト
ー
・
モ
ン
テ
ュ
ス：

タ
ナ
八

〇
％
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン

二
〇
％
、

三
、
八
〇
〇
円（
税
込
み
）

●
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
・
ロ
ゼ：

タ
ナ
五
〇
％
、

カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
二
〇
％
、

メ
ル
ロ
ー
二
〇
％
、
五
月
一
日
新
発
売
、

オ
ー
プ
ン
価
格

【
お
問
い
合
わ
せ
】

三
国
ワ
イ
ン
㈱

〇
三
―
五
五
二
四
―
一
三
九
二

http://w
w
w
.m
ikuniw

ine.co.jp/

■
■
■

三
井
物
産
フ
ォ
レ
ス
ト
㈱
は
管
理
し
て

い
る
千
葉
県
の
三
井
物
産
亀
山
社
有
林
で

行
わ
れ
る
、「
森
林
環
境
教
育
」
を
ア
シ
ス

ト
し
て
い
ま
す
。

三
井
物
産
主
催
の
「
森
林
環
境
教
育
」

は
三
月
二
一
日（
春
分
の
日
）と
四
月
八
日

（
日
）に
行
わ
れ
、
合
計
で
約
六
〇
名
の
社

員
と
子
弟
が
参
加
。
大
手
町
を
貸
切
バ
ス

で
出
発
し
、
車
内
で
日
本
の
森
林
の
現
状

や
、
間
伐
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
説

明
を
行
っ
た
後
、
午
前
中
に
「
森
つ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
指
導
に
よ
り
の
こ
ぎ
り

に
よ
る
間
伐
を
実
施
し
、
間
伐
木
は
チ
ッ

プ
材
と
し
て
利
用
す
る
た
め
長
さ
二
メ
ー

ト
ル
の
輪
切
り
に
し
て
林
内
に
集
積
。
午

後
は
日
本
生
態
系
協
会
の
指
導
に
よ
り
林

内
の
自
然
観
察
を
行
い
、
帰
り
の
バ
ス
の

中
で
は
振
り
返
り
の
反
省
会
と
、
中
身
の

濃
い
も
の
で
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
間

伐
木
が
ど
っ
と
倒
れ
る
音
に
感
動
し
た
」

「
自
然
に
触
れ
て
気
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
」「
社
有
林
を
保
有
す
る
意
味
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
葛
飾
区
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
主
催
す
る
一

般
市
民
を
対
象
に
し
た
「
親
子
森
林
教
室
」

も
三
月
一
七
日（
土
）に
実
施
。
当
社
で
は
、

社
有
林
を
使
っ
た
、
こ
う
し
た
活
動
を
広

げ
て
い
く
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

三
井
物
産
フ
ォ
レ
ス
ト
㈱

電
話：

〇
三
―
三
五
八
〇
―
七
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
三
―
三
五
八
〇
―
七
二
〇
三

e-m
ail：

info@
m
itsui-forest.co.jp

http://w
w
w
.m
itsui-forest.co.jp/

■
■
■

エ
ム
オ
ー
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱
で
は
、
初
め

て
の
方
で
も
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

ワ
ン
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
か
ら
世
界
一
周
、

日
本
船
か
ら
外
国
船
ま
で
、
ク
ル
ー
ズ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
、

皆
様
の
ご
要
望
に
応
じ
た
ク
ル
ー
ズ
を
ご

案
内
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

夏
の
花
火
観
賞
を
取
り
入
れ
た
ク
ル
ー

ズ
、
竿
燈
、
ね
ぶ
た
、
阿
波
踊
り
の
お
祭

り
ク
ル
ー
ズ
な
ど
が
人
気
で
す
が
、
お
す

す
め
は
初
秋
の
連
休
を
利
用
し
た
〝
美
味

な
る
船
に
っ
ぽ
ん
丸
〞
の
二
泊
三
日
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
ク
ル
ー
ズ
。
毎
日
の
お
勤
め
で

お
忙
し
い
お
客
様
に
も
、
船
上
で
の
オ
シ

ャ
レ
な
、
の
ん
び
り
と
し
た
休
日
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
ず

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

日
程
は
九
月
一
五
日(

土)

、
一
九
時
横

浜
出
港
、
九
月
一
七
日(

月
・
祝)

、
一
〇

時
横
浜
入
港
の
三
日
間
。

価
格
は
大
人
お
一
人
様
、
八
四
、〇
〇

〇
円（
三
名
一
室
利
用
）〜
二
九
二
、〇
〇

〇
円（
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
二
名
一
室
利
用
）。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

エ
ム
オ
ー
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱

企
画
旅
行
部
ク
ル
ー
ズ
室

電
話：

〇
一
二
〇
―
八
六
八
〇
三
一

e-m
ail：

cruise@
m
o-tourist.co.jp

http://w
w
w
.funatabifan.jp

■
■
■

三
井
物
産
㈱
と
三
井
製
糖
㈱
は
、
サ
ン

リ
オ
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
シ
ュ
ガ
ー

バ
ニ
ー
ズ
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
絵
本
『
シ
ュ
ガ
ー
バ
ニ
ー
ズ
の
ふ
し

ぎ
な
ス
プ
ー
ン
』
を
一
月
二
〇
日
に
発
刊

し
ま
し
た
。

両
社
は
毎
年
、「
食
育
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
小
学
生
を
対
象
に
し
た
お
菓
子
作
り
の

大
会
「
小
学
生
パ
テ
ィ
シ
エ
選
手
権
」
に

協
賛
し
て
お
り
、
同
じ
く
同
選
手
権
に
協

賛
し
て
い
る
㈱
サ
ン
リ
オ
に
お
砂
糖
を
テ

ー
マ
に
し
た
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与

え
る
お
菓
子
の
絵
本
の
制
作
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
こ
の
度
の

『
シ
ュ
ガ
ー
バ
ニ
ー
ズ
の
ふ
し
ぎ
な
ス
プ
ー

ン
』
誕
生
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
絵
本
は
、「
小
学
生
パ
テ
ィ
シ
エ
選

手
権
」
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
「
シ
ュ
ガ
ー
バ
ニ
ー
ズ
」（
子
供
た
ち
の

夢
を
叶
え
る
双
子
の
天
才
パ
テ
ィ
シ
エ

「
し
ろ
う
さ
」
と
「
く
ろ
う
さ
」）が
不
思
議

な
力
を
持
つ
ス
プ
ー
ン
と
お
砂
糖
で
お
菓

子
を
作
り
、「
シ
ュ
ガ
シ
ュ
ガ
ス
プ
ー
ン
、

シ
ュ
ガ
シ
ュ
ガ
ス
プ
ー
ン
、
○
○
に
な
あ

れ
！
」
と
い
う
お
ま
じ
な
い
を
唱
え
る
と
、

友
達
の
願
い
が
叶
う
と
い
う
心
温
ま
る
ス

ト
ー
リ
ー
で
す
。

同
選
手
権
の
審
査
員
で
も
あ
る
女
優
の

水
野
真
紀
さ
ん
か
ら
も
推
薦
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
体
裁：

Ａ
四
版
、
四
八
ペ
ー
ジ

●
価
格：

一
、
二
〇
〇
円（
税
抜
き
）

●
販
売
店：

全
国
大
型
書
店

●
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ：

（
シ
ュ
ガ
ー
バ
ニ
ー
ズ
）

http://w
w
w
.sugarbunnies.jp/

w
elcom

e.htm
l

（
小
学
生
パ
テ
ィ
シ
エ
選
手
権
）

http://w
w
w
.kids-sw

eets.jp/

【
お
問
い
合
わ
せ
】

三
井
製
糖
㈱
お
客
様
相
談
窓
口

電
話：

〇
一
二
〇
―
三
一
〇
三
一
八

世
界
を
震
撼
さ
せ
た
マ
デ
ィ
ラ
ン
ワ
イ
ン

「
ド
メ
ー
ヌ
ア
ラ
ン
・
ブ
リ
ュ
モ
ン
」

に
っ
ぽ
ん
丸

秋
の
横
浜
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ク
ル
ー
ズ

『
シ
ュ
ガ
ー
バ
ニ
ー
ズ
の
ふ
し
ぎ
な
ス
プ
ー
ン
』

発
刊
の
お
知
ら
せ

三
井
物
産
亀
山
社
有
林
で

森
林
環
境
教
育
を
実
施

■幹事異動
・物流・金融・コーポレート部会・正世話人
〈前任〉水野藤溢　三井物産フィナンシャルサービス㈱社長
〈後任〉古田和信　物産サービス㈱社長
・機械部会・正世話人
〈前任〉池田純明　三井物産プロジェクト㈱社長
〈後任〉椎木秀樹　三井物産プラントシステム㈱社長
■東京三栄会入会
・東京国際エアーカーゴターミナル㈱
■東京三栄会退会
・㈱物産ライス
・高槻ダイカスト㈱
・三井物産林業㈱
・物産キャピタル㈱
・㈱相模湖ピクニックランド
・㈱紀繁

■社名変更
・トライネット・ロジスティクス㈱
（旧社名　日東ロジスティクス㈱／京義倉庫㈱／東神倉庫㈱の一部）
・三井物産鋼材販売㈱
（旧社名　富士鉄鋼資材㈱／三井物産線材販売㈱／佐藤鋼管㈱）
・三井情報㈱
（旧社名　ネクストコム㈱／三井情報開発㈱）
・三井物産プラントシステム㈱
（旧社名　三井物産プロジェクト㈱／三井物産プラント㈱／三井物産
パワーシステム㈱／三井物産交通システム㈱）

・三井物産フロンティア㈱
（旧社名　㈱ニュー・マテリアル・サービス）

お し ら せ
（サンエイニュース69号以降）

アラン・ブリュモン氏

東京三栄会加入会社数
147社（2007年5月1日現在）


